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Abstract: The purpose of this study is to examine the music education in Italy regarding 
changes of programs.　As a result, it was found that the music education from the birth of 
a “song” to the present is divided into the following four periods: 1) a period when music 
was regarded as a means  to accomplish  the political purpose of  fostering  the spirit  of 
patriotism, 2) a period when cognitive contents of music were emphasized, 3) a period 
when music was regarded as a means of spiritual education, and 4) a period when music 
was  regarded  as  a  communication  tool  closely  related  to daily  life.　In  Italy, music 
education has been greatly influenced by the political matters or trends in the education.　
Furthermore, the purpose of music education in Italy has been education through music, 
rather  than  only  teaching music.　In  other words, music  is  regarded  as  a means  of 
education.
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１．はじめに

　イタリアでは1859年にカザーティ法という教育法が
定められ，教育に関するプログラム1）のもと，義務教
育が誕生した2）が，音楽科教育にあたる教科は含まれ
ていなかった。小学校のプログラムにおいてはじめて

「歌唱」に触れられたのは1888年であった。しかし，
教 科 と し て は 存 在 せ ず，「 追 加 訓 練（esercizio 
aggiunto）」として合唱が挿入されたにとどまってい
る。実際に「歌唱」が教科としてプログラムに含まれ

たのは1894年である。また中学校をみると，初めてプ
ログラムが示されたのは1963年であり，そこには音楽
科が教科として含まれていた。
　筆者はこれまで，現在のイタリアの音楽科教育に焦
点をあて，プログラムの内容や実際に使用されている
教科書の分析を行うことにより，イタリアにおける音
楽科教育の実態を探ってきた。しかし，イタリアの音
楽科教育の特色を探るためには，教科として学校教育
に「歌唱」が誕生してから現在までの流れを解明する
必要があると考える。
　他の先進国に比べ，イタリアの音楽科教育のプログ
ラムについての研究は数少ない。中嶋（2001）はイタ
リアの小学校の「1985年プログラム」および，中学校
の「1979年プログラム」を取り上げ，音楽の基礎的な
能力のあり方を探るとともに，その学習活動への展開
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を探っている3）。また，Festa（1998）は著書において，
音楽教育の価値について考える中で，立法で定められ
ているプログラムから，教育における音楽について自
身の見解を著している4）。Delfrati ら（1985）は1985
年プログラムの施行にあたり，それまでのプログラム
の内容を簡単に説明し，1985年プログラムへの移行に
ついての注意事項などを示している5）。さらに，
Delfrati（1989）は，中学校のプログラムについて，
その変遷を追っている6）。しかし，音楽科教育が学校
に導入された1894年から現在までの，小・中学校の連
続性も含めた系統的な研究は見当たらない。
　そこで本稿では，イタリアの学校教育における「歌
唱」の誕生から現在までの音楽科教育に着目し，国の
目指す音楽科教育の方向性の移り変わりを明らかにす
ることによって，イタリアの音楽科教育の特色を解明
したい。

２．小学校のプログラムの変遷

　前述のとおり，小学校で「歌唱」に初めて触れられた
のは1888年プログラムであるが，このときはまだ教科と
しては存在していない。実際に教科として歌唱教育が誕
生したのは1894年プログラムである。また，2004年の
改訂からは，小・中学校が同時に改訂されているため，
後に示すこととする。ここでは，1894年～1985年までの
小学校のプログラムの変遷を追う。
（１）1894年プログラム

　この年のプログラムで初めて「歌唱」（canto）とい
う学習内容が誕生した。しかしこのときはまだ「歌唱」
科は独立しておらず，「絵画・歌唱・体育・作業」と
いう教科の中の１つの領域であった。
　1894年に教育長であった Baccelli が求めたプログラ
ムの目的は，「祖国のことを知り，愛するというイタ
リアの需要と供給に見合う教育を行うこと」8）であっ
た。その目的に応じて作成された1894年プログラムは，
祖国を愛するという政治的目的を含んだ実証主義的な
ものとなっている。
　それを受け，「歌唱」で扱う楽曲については，「お祈
りや賛歌」と示されており，歌唱を学問的に捉えるの
ではなく，「祈り」を行う手段として導入されている。
また，学習内容についての学年ごとの具体的な指示は

特になく，人生における歌唱の必要性について述べら
れており，歌唱が宗教上精神的に必要なものとして教
科に組み込まれている。
（２）1923年プログラム

　1894年の後，1905年にもプログラムが改訂されてい
るが，ここには芸術教育及び「歌唱」は含まれていな

 

表１　1923年プログラムの内容

※  「絵画・歌・体育・作業」のプログラム内容から「歌唱」
に関する部分のみ訳出7）

※  「芸術教育」のプログラム内容から「歌唱」の部分を訳
出9）

※  figurazione を「記譜法」と訳しているが，これは音符
の装飾を含めた記譜法である。
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かった。その次の改訂が，この1923年プログラムであ
る。しかしここでもまだ「歌唱」は独立しておらず，「芸
術教育」という教科の中の1つであった。
　1923年にジェンティーレ教育長（Gentile, Giovanni）
のもとで，初等教育局長に着任したロンバルド＝ラ
ディーチェ（Lombardo-Radice, Giuseppe）は，特に
学校における教師の重要性について強調し，教育は子
どもが中心というよりは，教師の創造性が中心である
と考えていた。また，子どもへの教育は，ファンタ
ジー・芸術・遊びと関連する方が良いと考えた10）。
　歌唱教育は，芸術教育の領域に含まれ，音楽の理論
的な基礎を含むものとなり，想像力というよりはむし
ろ，音楽の理論を学ぶものという認知的側面を有した
ものとなった。そして，音楽を精神的な訓練のための
道具として理解するという以前の考え方から，音楽そ
のものを学ばせようとする考え方に変わった。いわば，
この教育改革が，イタリアにおける教科としての音楽
教育の始まりと言える11）。
　小学校は５年制であり，１・２年生を「歌唱教育に
おける第1段階」，３・４・５年生を「歌唱教育におけ
る第2段階」と定め，プログラムを示している（表1参
照）。内容は，歌唱の技術的能力を向上させるためだ
けのものではなく，記譜など音楽の基礎的な内容につ
いても扱うよう指示されている。Festa（1998）が述
べているように12），音楽理論に焦点を当て，音楽の基
礎的内容の訓練をするために歌唱を扱っていることが
わかる。１～３年生までは模倣による歌唱だが，４年
生からは読譜による歌唱も行うよう示されている。歌
唱自体の指導方法については言及されておらず，教師
に委ねられている。
　しかし，音楽理論の教育は，「難しいもの」として
実際には適用しないまま時が過ぎた。それは，教師側
の準備の不十分さが原因であり，結局，学校の授業に
おいては，合唱ばかりを扱うことが多くなる傾向に
あった13）。
（３）1934年プログラム

　1934年にプログラムの再検討が行われたが，やはり
「歌唱」は独立しておらず，「芸術教育」の中の１つで
あった。
　この時代の大きな変化といえば，教育の中にファシ
ズムの流れが強調されたことである。前書きの冒頭に，

「イタリアの学校は，ファシズムのアイデンティティ
を吹き込むべきである。ファシズムを理解し，ファシ
ズムを高尚にし，歴史的風土の中で生きるイタリアの
若者へと教育することでファシズムの革命を創りあげ
るのである」15）と明記されている。したがって，「歌唱」
のプログラムに見られる「愛国曲」というのは，「ファ
シズムの賛歌や歌を含むもの」16）であると考えられる。
　1934年プログラムは，1923年プログラムと比較する
と，教育内容がより具体的でわかりやすく，まるでリ
ストのようになっている。また，１～５年生まで，歌
唱は模倣により行うこととされており，1923年プログ
ラムよりも易しい内容になっていることがわかる。音
楽理論の学習については，このプログラム内容とは別

表２　1934年プログラムの内容

※  「芸術教育」のプログラム内容から「歌唱」の部分を訳
出14）



大野内　愛

― 336 ―

に示されている注意書きによると，「音楽理論につい
ては教師の歌や手本を使って，好きなようにつなぎ合
わせて，徐々に教育していくこと」17）と示されており，
1923年プログラムと比較すると，より弾力性のあるプ
ログラムとなっている。
　こうしたことにより，これまでの教師にも対応可能
な内容に近づき，社会的にも評価されるプログラムと
なった18）。
（４）1945年プログラム

　ファシズム体制が崩壊したあとの1945年プログラム
は，国家の再生を目的としている。
　このプログラムではじめて，「歌唱」が教科として
独立した。内容を概観すると，改訂前に比べて非常に
簡素なものになっている。特に音楽理論の学習につい
ての記述はほとんどなくなり，階名唱のみが残ってい
る。そして歌唱に関する指示が全体を占めている。し
かし，歌唱に関する内容はあまり具体的ではなく，発
声に関しても，「発声に気を配る」としか書かれてい
ない。また，1934年プログラムと同様に，１～５年ま
で模倣による歌唱を行うよう示している。前書きに「歌
は精神教育の１つである」ということも明示されてお
り，歌唱活動を精神教育のための手段として捉えてい
ることがわかる。
（５）1955年プログラム

　1955年プログラムは，1945年の流れを引き継ぎ，「歌
唱」科として独立しており，内容についても精神教育
の傾向にある。プログラムの中から音楽理論に関する
記述は完全に消え，歌唱についても具体的な指示はな
く，単なる注意書きともいえる内容になっている。こ

のことには，子どもの個性の育成を教育の目的に位置
づけていることが関係していると考えられる21）。この
プログラムでは，宗教曲や愛国曲や民衆の歌を学ぶに
は音楽理論は必要ないと考えられており，プログラム
を「修正する価値もないものであった」22）と批判して
いる学者もいる。
　特筆すべき内容としては，初めて歌詞についての記
述が見られたこと，そして，初めて鑑賞教育にも触れ
ていることである。
（６）1985年プログラム

　1955年プログラムから30年という長い年月を経て，
1985年に新たなプログラムが示された。これまでのも
のと大きく異なる点は，「音と音楽への教育」という
教科名である。これまでの小学校では「歌唱」という
教科名であったため，中心は歌唱であり，その学習の

 
 

 
 

 

 

 

※「歌唱」科のプログラム内容を訳出20） ※「音と音楽への教育」のプログラム内容を訳出23）

表４　1985年プログラムの内容

※「歌唱」科のプログラム内容を訳出19）

表３　1945年プログラムの内容
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中で必要に応じて音楽理論の学習を行っていたが，今
回のプログラムで初めて小学校教育に「聴く」という
活動が加わった。1955年プログラムでも鑑賞教育に触
れていたが，設備が整わないなどの理由から，あまり
重要視されていなかった。しかし，1985年プログラム
では，さまざまな視聴覚コミュニケーションが発達し
てきたという社会背景から，「聴く」という活動が非
常に重要視されている。このプログラムの実行にあ
たっては，鑑賞活動を可能にするために，ラジオ，レ
コードプレーヤー，録音機などの機器を各教室に置く
ことが義務づけられている24）。
　「音と音楽への教育」では，「複雑な音の現実を知覚
したり，理解したり，作ったりして伝わりやすく表現
することによる，さまざまな音言語を使う能力の発達
と育成」を目的としている。学習内容は学年ごとに記
載されてはいないが，「知覚と把握」「つくること」「読
譜・記譜」という３つの領域についてその内容が示さ
れている。
　注意書きとして，創造のプロセスにおいて，音楽と
他の経験をつなぎあわせるために他教科（国語，運動
教育など）との関連にも配慮すべきだと記載されてい
る。他教科との関連は，これまでのプログラムには見
られなかった内容である。
　1985年プログラムは，「学校は，学校外での文化や
生活についての考え方を構築するための場である」と
いう目的をもっており。知識的な内容を身につけると
いうよりも，さまざまな経験をすることが重要視され
ている。

３．中学校のプログラムの変遷

　中学校のプログラムが初めて作成されたのは，1963
年であり，その後，1979年，2004年，2007年に改訂が
行われている。前述したとおり，2004年からは小・中学
校が同時にプログラムの改訂を行っているため，2004年
以降のプログラムについては，後述することとする。
（１）1963年プログラム

　1962年の立法により統一中学校が誕生し，1963年に
はじめて中学校のプログラムが作成された。1963年プ
ログラムでは，教科名は「音楽教育（educazione 
musicale）」であり，音楽を言語として捉え，子ども
に音楽への愛好心を引き起こすことを目的としてい
る。学習活動として示されているのは，リズム練習，
合唱演習，そして音楽の鑑賞である。小学校の1955年
プログラムにおいて，鑑賞教育に触れられてはいたが，
実際にプログラムに鑑賞の活動が明記され，具体的に
鑑賞曲のジャンルなどが示されたのは，この1963年プ
ログラムが初めてである。
　Delfrati（1989）は，「1963年プログラムは感情の解
放を目的としており，音楽を教育するのではなく，音
楽で教育するのである」26）と述べている。したがって，
1963年プログラムは，小学校の1955年プログラムと同
様に，精神教育の流れを汲んでいると考えられる。
　1963年プログラムでは，１年次でのみ「音楽教育」
を扱うよう示されており，２・３年次では，必修教科
ではなく，任意教科として位置づけられている。した
がって１年次のプログラムの内容では認知的な内容を
多く扱うが，２・３年次のプログラムでは，「気晴らし」
の要素が強くなっている。
（２）1979年プログラム

　「音楽教育」の基本的な方針として，「音楽の知識や
実践をとおして，青少年の表現・伝達の能力の育成に
貢献する」28）こととしている。「表現・伝達の能力の育
成」という点からみると，音楽をコミュニケーション
ツールの１つとして捉えていることがわかる。実際の
活動として，聴覚教育，鑑賞，記譜表現，声楽演奏，
器楽演奏，創作が明記され，その活動は各々に関連を

表５　1963年プログラムの内容 ※「音楽教育」のプログラム内容を訳出27）

※「音楽教育」のプログラム内容を訳出25）
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もっている。
　1963年プログラムとは異なり，1979年プログラムで
は，学年ごとに内容が分割されていない。これは，子
どもの実際のレベルを考慮して，状況に応じて授業を
進めていくことを可能にするための配慮であり，実態
に即した教育に重点を置いていることがわかる。また，
３年間の内容の配分は学校の状況やその環境を考慮し
ながらなされるなど，教師の裁量に委ねられている。

４．小・中学校のプログラムの変遷

　2004年のプログラム改訂以後は，小・中学校が同時
にプログラムの改訂を行っており，その系統性につい
ても検討する。2004年以後，2007年にも改訂を行って
いる。また，2012年現在も新しいプログラムの改訂に
ついての検討が行われている。ここでは，2004年及び，
2007年のプログラムについて検討する。
（１）2004年プログラム

　2004年プログラムは，「個に応じた学習レベルのた
めの国のプログラム」という名称がつけられており，
子ども１人１人に目を向けたプログラムとなってい
る。
　教科名は「音楽」となって，学年ごとに学習内容が
示されており，中学校の1979年プログラムや小学校の
1985年プログラムと比較すると，より整理がなされて
いる。
　「学校は訓練で得られた知識や能力を，個人的な能
力へと発展させるために教育活動を行う」というプロ
グラムの目的に基づき，小学校では１年生，２・３年
生，４・５年生の３段階に分けられ，「演奏・創作」「認
識」の2領域について学習内容が示されている。また
中学校では１・２年生，３年生の２段階に分けられ，

「器楽教育」「歌唱教育」「音楽の創作」「鑑賞・解釈・
分析」の4領域について学習内容が示されており，小
学校に比べて領域が細かく分類されている。しかし，
その具体的な内容は記載されておらず，扱う曲の曲種
や歌唱音域などについては示されていない。
　ここで小・中学校でのプログラムの内容の系統性を
検討する。歌唱教育や器楽教育，音楽の創作が含まれ
る表現領域を見ると，小学校１年では，創作の分野が
主な内容となっており，声，物，体を用いての音探し
を行うことになっている。小学校２・３年になると，
簡単な歌を模倣演奏するよう示されており，ここから

表６　「2004年プログラム」の内容

※「音楽」のプログラム内容を訳出29）
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実際の楽曲を用いての教育が始まっている。また，体
でのジェスチャーとも関連づけて演奏するようになっ
ている。小学校４・５年では，歌唱だけでなく，器楽
演奏も行うよう示されており，模倣演奏だけではなく，
楽譜を用いての演奏も求められている。また即興演奏
といった記述も見られる。さらに歌詞を読んだり，演
じたりしながら，歌唱表現を用いた劇化にも触れてい
る。中学校１年になると，小学校４・５年から引き続
き器楽演奏を行うよう示されており，即興演奏につい
ても触れられている。また，ここで初めて明記されて
いる内容としては，合唱を扱うことと，電子機器（ソ
フトウェア等）を用いた音の創作である。中学校３年
生になると，創作の分野において，編曲という活動が
導入されており，音符や表現を意図的に変更していく
ことが求められている。また，中学校１・２年に引き
続き，電子機器の利用が示されている。
　認知的領域に着目すると，まず小学校1年では，音
の発生を発見し，その音に価値を与えることが求めら
れている。小学校２・３年生になると，楽曲を用いた
学習が導入され，小学校１年で学んだ環境音と，楽曲
の中に現れる音との関係性について学ぶようになって
いる。さらに小学校４・５年では，音楽の基本的な構
造を理解するとともに，社会における音楽の役割を理
解するよう示されている。中学校になると，歴史上重
要な楽曲を鑑賞することにより，音楽の特徴を理解し，
分析するという活動が入る。また，中学校３年では，
音楽の社会的な役割を理解するとともに，言語として
の音楽の役割についても理解することが求められてい
る。
　小学校１年生の段階では，環境音など身の回りにあ
る音に着目しているが，学年が上がるにつれ，実際の
楽曲にも触れ，学習している。中学校になると，社会
の中での音楽の役割にも着目し，中学校を卒業してか
らも生活の中で音楽を活用できるような，生涯教育の
視点も含まれている。
（２）2007年プログラム

　2007年プログラムは，「幼児学校および第1課程の教
育カリキュラムにおけるプログラム」という名称がつ
いている。
　このプログラムでは，中学校までの期間を「幼児学
校」と「第１課程」に区分し，その教育内容を指示し
ている。「第１課程」とは，小学校5年間と中学校３年
間をあわせた期間である。特徴としては，小学校と中
学校を「第１課程」として，系統的にカリキュラムを
提示したことである。
　また，教科間の領域の横断的な学習を行うため，教
科を＜言語・芸術・表現領域＞，＜歴史・地理領域＞，
＜数学・科学・技術領域＞の３つの領域にまとめて示
したことも，2007年プログラムの特徴である。
　教育の目的として，プログラムの中で何度も示され
ているのは，子どもの個としての人間形成である。「学
校は，知識の画一化をすべきではない」31) と述べられ
ているように，個の可能性や才能に応じた人間形成を
実現することが求められている。そのための手段とし
て，それぞれの学校は，①文化的な言語や知識につい
て学習する機会を子どもに与えること，②子どもの自
律性（autonomia）を支援すること，③認知的・感情
的・身体的・美的・道徳的・精神的・宗教的な教育を
行うために，教育計画を立てて実現すること，④家庭・
地域との連携を図ること，⑤自国，ヨーロッパ，世界
といった集団に，意識的に参加できる子どもを育成す
ることを目指さなければならないとされている32）。
　つまり，生きて行く上で必要な言語や知識について
は，学問としてしっかりと身につけさせた上で，自律
性を育成することを目的としている。ここでいう自律
性とは，感情や精神といった内面的な部分を各学校の
理念によって計画的に教育し，その結果，家庭や地域
はもちろんのこと，自国，ヨーロッパ，世界へと目を
向けることのできるような能力のことを指している。
こうして，個としての人間形成を行っていくことが，
プログラムの理念として示されている。
　その中で音楽科の内容は，領域別に分けられてはい

表７　2007年プログラムの内容

※「音楽」のプログラム内容を訳出30）
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ないが，実際には創造的な内容，演奏に関する内容，
鑑賞に関する内容，音楽理論に関する内容の４つに分
けることができる。
　まず，このプログラムの特徴ともいえる，第1課程
の中での系統性について検討する。
　創造的な内容に関する記述について概観すると，小
学校１～３年次では，「声，楽器，音の出る物を用い
て創作，即興演奏をすること」が示されている。「音
の出る物」という記述があることから，この段階では，
旋律などの創作というよりは，音遊びをする，といっ
た程度の創作，即興演奏であると考えられる。これが
小学校４～５年次になると，「楽音」（sonoro-musicale）
という言葉が用いられ，より音楽的な創作が求められ
ている。しかし，具体的にどの程度の創作を行うかは，
明らかではない。さらに中学校では，「歌唱曲，器楽
曲を即興演奏，編曲，創作する」と示されている。つ
まり，創造的な内容については，小学校１～３年次で
は「音」を扱い，小学校４～５年次では「楽音」を扱
い，中学校では「曲」を扱うという系統性がみられる。
　演奏に関する記述について概観すると，小学校１～
３年次では，演奏形態は「グループで」という記述が
みられる。ただし，「音の要素」や「表現」に配慮し
た演奏を目指していることから，グループで演奏をす
るが，合唱や合奏ではなく，斉唱や斉奏であることが
わかる。演奏技術の未熟さに考慮し，このような記述
がなされているのであろう。小学校４～５年次では，
演奏形態は「集団や個人で」という記述に変わる。ま
た注意することがらとして，「ピッチ」や「役割」と
いう記述がなされていることから，独唱や独奏だけで
なく，合唱や合奏が想定されていると考えられる。中
学校では，演奏形態は「集団や個人で」と記述され，
変化はない。変化したことの１つは，具体的な楽器名
は示されていないが，「電子楽器」を用いるよう指示
されたことである。また小学校では表現について，「表
現に配慮して」といった程度の記述であったが，中学
校では「表情豊かに」（modo espressivo）という指示
に変わり，より高度になっていることがわかる。演奏
形態についても，表現についても，系統性があるとは
言い難いが，易しいものから高度なものへと変化して
いる様子がみられる。
　聴取する楽曲に関する記述に目を向けると，聴取に
よって学習すべき内容は異なるが，小学校１～３年次
では「楽曲」，小学校４～５年次では「重要で美しい
楽曲」，中学校では「芸術的に重要な作品」とされて
いる。系統性は明らかではないが，学年が上がるにつ
れ，聴取する楽曲が限定され，より芸術性の高いもの
へと変化していくことがわかる。

　音楽言語の理解に関する記述では，小学校１～３年
次では「音楽言語の基礎的な要素」の理解と判別，小
学校４～５年次では「音楽言語の基礎的な構成要素」
の理解と分類，中学校では「音楽言語の重要な構成要
素」の理解と分類が，それぞれ示されている。つまり
コミュニケーション媒体としての音楽を，一種の言語
と捉え，その音楽言語について，学年が上がるにした
がって，「基礎的要素の学習」から「基礎的構成要素
の学習」，さらに「重要な構成要素の学習」へと，展
開されていることがわかる。ただし，基礎的要素や構
成要素の内容については，特に明記されておらず，抽
象的である。
　体験や生活，理論の学習をとおして音楽の基礎や構
造を学び，それをもとに歌唱・器楽演奏，即興演奏や
音楽の創作，他芸術との融合を行うという，音楽の理
解についての方向性は示されているものの，具体的な
内容や教育方法については提示されていない。個とし
ての人間形成を基本的な目的としている中で，その目
的に基づいた音楽科の学習目標の設定がなされている
が，日本のような共通事項などが示されているという
ことはなく，どのような内容を扱い，どのようなレベ
ルまでが求められているのかは明確にされていない。

５．考察

　本稿では，イタリアの音楽科プログラムの変遷を概
観することにより，イタリアの音楽科教育の特色を解
明することを目的とした。その結果，以下の内容が明
らかとなった。
　まず，1894年プログラムに見られるように，イタリ
アの学校教育に「歌唱」が導入された背景には，祖国
を愛する若者を育てたいという政治的目的があった。
知識を培うためのものではなく，愛国の精神を培うた
めの手段として音楽が用いられたのである。
　1923年プログラムは，1894年プログラムとは全く異
なる様相を呈している。学校は教師の創造性を中心に
教育を行う場所であるという考えのもと，認知的内容
の濃いものとなっている。教師の重要性を強調したプ
ログラムであり，歌唱の技術の向上とともに，音楽理
論の学習にも力を入れたものであったが，その内容は
当時の教師の力量を考慮しておらず，実際には達成さ
れないままであった。
　この問題を緩和するために改訂されたのが，1934年
プログラムである。1923年プログラムに比べ，内容が
より具体的でわかりやすくなっており，何を教えなけ
ればならないのかがはっきりと示されている。内容も
簡素化され，弾力性のあるものとなった。しかし，そ
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の背景には，子どもたちに知識を育成することよりも，
ファシズムのアイデンティティを吹きこむことが重要
視されたということがある。1923年には音楽そのもの
を学問として学ばせようとする動きが始まったが，
1934年プログラムでは，また国の事情に影響され，音
楽が政治的な目的に利用されている。
　ファシズムが崩壊したあとのイタリアでは，国家の
再生が目的とされていた。1945年プログラムからは「歌
唱」が教科として独立したが，その内容はさらに簡素
化している。認知的内容はほとんど削除され，歌唱に
関する指示が多い。また歌唱が精神教育の1つとして
認識されており， 1894年プログラムの内容と重なる部
分もある。
　さらに1955年プログラムにおいても，精神教育の手
段としての「歌唱」という考え方は変わっていなかっ
た。個性の育成を重要視しているためか，具体的な規
定は一切見られず，どのような授業を行うかは，教師
に委ねられていたようである。それまで扱われていな
かった鑑賞教育に触れられていることは特筆すべき内
容であるが，実際には視聴覚機材の普及が進んでおら
ず，鑑賞教育が行われていた実態はあまり見られない。
　1963年には，初めて中学校に「音楽教育」という教
科名で音楽科が導入され，プログラムが示された。精
神教育の流れを汲んでいた1963年プログラムは，中学
校１年までしか「音楽教育」が必修化されておらず，
２・３年生においては任意教科として位置づけられて
いた。1955年プログラムでは触れられる程度の鑑賞教
育であったが，ここでは，扱う楽曲のジャンルなどが
明記され，鑑賞教育がより具体化した。
　1979年には中学校のプログラムが改訂された。この
プログラムでは，音楽を精神教育の１つとする考え方
から脱却し，音楽をコミュニケーションツールの１つ
として捉え，音楽と生活とを結びつけることが重要視
されている。このプログラムでは学年ごとに内容が分
割されておらず，学校や子どもの状況に応じた内容の
選択がなされていた。
　1985年には小学校のプログラムが改訂された。これ
までの小学校のプログラムでは，教科名は「歌唱」で
あったが，ここで初めて「音と音楽への教育」という
名称になった。視聴覚機材の普及に伴い，音楽活動は，
歌唱活動にとどまらず，器楽活動や鑑賞活動にまで広
がった。中学校の1979年プログラムにみられるように，
1985年プログラムにおいても，学年ごとの内容の分割
は見られない。したがって，実態に即した教育を行う
ことに重点を置いていることがわかる。
　2004年プログラム以後は，小・中学校が同時にプロ
グラムの改訂を行っている。これまでは小学校と中学

校が各々にプログラムの改訂を行い，その間に系統性
は見られなかったが，このプログラムからは，小学校
から中学校への系統性をみることができる。環境音な
ど生活の中にある音に注目する段階から，認知的な内
容を学習することをとおして，最終的には社会におけ
る音楽の役割を認識し，生涯学習の視点から音楽教育
を行うという流れが見られた。音楽と生活を結びつけ，
音楽をコミュニケーションツールの１つとして捉える
という基本的な考え方は，中学校の1979年プログラム
や，小学校の1985年プログラムと変わっていない。個
に応じた学習を提供することを新たな目的とし，以前
のプログラムが整理され，弾力性のあるものとなって
いる。
　2007年プログラムでも，1985年プログラム，2004年
プログラムからの流れを受けて，個としての自律した
人間形成を大きな目的として掲げている。しかし音楽
科の内容はさらに簡素化され，具体性のないものと
なってしまっている。このプログラムでは，学習の方
向性は示されているものの，具体的にどのような能力
を求めているのかがわかりづらい内容になっている。
どのレベルまでを求めているのかが明確でなく，学校
や教師に委ねられている部分が多い。また，これまで
のプログラムとは異なり，小学校および中学校を「第
１課程」として学習内容を系統的に示しているが，内
容が具体化されておらず，小学校において身につける
べき能力および，中学校において身につけるべき能力
が明らかでない。したがって，第１階梯としての指針
を系統的に示したとしても，その効果は期待できな
い。学校や教師に委ねられている部分を多く含むこの
指針では，目標の達成という面からみれば，各生徒の
音楽的能力にあわせた目標設定が行える可能性を秘め
ているが，教育格差を生み出さないためにも，教育内
容の規定はより具体的に示す必要があるだろう。
　ここまでを概観すると，「歌唱」の誕生から現在ま
では，音楽科という教科の捉え方から４つの時代に分
けることができる。
① 愛国の精神の育成という政治的目的への手段の時代
（1894年）

② 認知的内容が重要視される学問としての性質が強
かった時代（1923年・1934年）

③ 精神教育の手段の時代（1945年・1955年・1963年）
④ 音楽は生活に密着したコミュニケーションツールと

して考えらえた時代（1979年・1985年・2004年・
2007年）

　音楽科のプログラムの内容量だけをみても，改訂に
よって，非常に簡素なものもあれば，多くの内容を含
むものもある。また非常に具体的なものもあれば，抽
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象的すぎるものもある。つまり，音楽科が政治的な事
柄や教育の流れに大きく影響されているのである。イ
タリアの音楽科教育の特色は，音楽を教育すること自
体を目的とするのではなく，音楽で教育すること，す
なわち音楽を手段として扱うことにあるといえよう。
　イタリアは歴史上，ヨーロッパにおける音楽文化の
中心であったことも多く，オペラ誕生の地でもあっ
た。また，ロッシーニ，ベッリーニ，ヴェルディ，プッ
チーニなど著名な作曲家を多数輩出した国でもある。
音楽院など専門教育機関も充実しており，音楽そのも
のを教育することは，一般の学校教育の目的ではない
のではなかろうか。だからこそ，学校教育における音
楽は精神教育やコミュニケーションツールなどの手段
としての役割を担う場合が多くなったのだろう。
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